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連結業績予想と実績との差異及び配当予想の修正に関するお知らせ 

2024年 5月 13日に公表しました 2025年 3月期（2024年 4月 1日～2025年 3月 31日）の通

期連結業績予想と本日公表の決算実績に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

また、2025年 3月 31 日を基準日とする配当予想を修正することといたしましたので、あわせ

てお知らせいたします。 

記 

１．2025年 3月期連結業績予想と実績との差異（2024年 4月 1日～2025年 3月 31日） 

 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回予想(A) 

（2024 年 5 月 13 日発表） 

百万円  

28,500  

百万円  

2,450  

百万円  

2,650  

百万円  

1,610  

円 銭  

189.57  

実績(B) 29,329 2,879 3,034 1,991 234.31 

増減額（B-A） 829 429 384 381  

増減率(%) 2.9 17.5 14.5 23.7  

（ご参考）前期実績 

（2024 年 3 月期） 
27,425 2,173 2,413 1,756 206.87 

＜差異発生の理由＞ 

売上高につきましては、主要顧客である自動車関連分野や電子部品関連分野および脱炭素社会

に向けた水素関連分野での需要拡大等により前回予想を上回りました。 

また、利益面（営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益）においては、増収効果

に加え、継続的な原価低減の取組みおよび販売価格の改定により前回予想を上回りました。 

  



２．2025年 3月期期末配当予想の修正 

＜配当予想変更の理由＞ 

当社は、株主の方々に対する利益還元を経営の最重要政策のひとつと位置づけ、中期経営計画

（期間：2021年度から 2026年度の 6年間）の後半 3年間にあたる Phase2の期間（2024 年度から

2026年度）において最終年度（2026 年度）の連結配当性向を 40％まで引き上げていくことを目指

し、持続的な利益成長を通じて増配を実現していくことを基本方針としております。 

2025年 3月期の年間合計配当予想は、上記方針および今回公表の連結業績や財務状況等を踏ま

え前回予想より 10円増配し１株当たり 80円に変更いたしました。 

 

 

以 上 

 年間配当金（円） 

 第２四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 

（2024 年 5 月 13 日発表） 
 45 円 00 銭 70 円 00 銭 

今 回 修 正 予 想  55 円 00 銭 80 円 00 銭 

当 期 実 績 25 円 00 銭   

前 期 実 績 

（ 2 0 2 4 年 3 月 期 ） 
20 円 00 銭 40 円 00 銭 60 円 00 銭 


